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農
業
近
代
化
に
於
け
る

融
資
の
問
題
点
を
つ
く

農
林
業
者
の
経
営
の
近
代
化
を
促
進
す
る
た
め
、
さ
き
に
制
定
さ
れ
た
基
本
法
に
基
き

資
金
制
度
の
法
案
も
近
く
国
会
に
上
程
さ
れ
る
折
か
ら
、
県
は
こ
れ
を
待
た
ず
暫
定
措

置
と
し
て
、
融
資
に
対
す
る
利
子
の
一
部
を
助
成
し
、
町
も
こ
れ
に
沿
つ
で
利
子
の
一

部
を
補
助
す
る
外
、
今
年
度
に
限
り
意
欲
を
換
起
す
る
意
味
か
ら
、
利
子
の
一
分
が
奨

励
金
と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。
依
っ
て
借
入
者
の
負
担
す
る
利
子
は
そ
の
事
業
に
よ
つ

て
異
る
が
最
高
七
分
、
最
低
二
分
と
な
り
ま
す
。
融
資
の
取
扱
は
、
農
協
に
お
い
て
行

わ
れ
資
金
は
農
協
自
已
資
金
及
び
県
信
連
等
の
転
貸
に
よ
り
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
つ

て
お
り
ま
す
。
各
目
に
於
て
は
、
経
営
計
画
を
樹
立
の
上
、
農
業
連
絡
員
を
通
じ
て
お

知
ら
せ
し
て
あ
る
。
借
入
手
続
に
よ
り
早
目
に
申
請
し
て
事
業
の
早
期
実
現
に
努
力
し

ま
し
よ
う
。
更
に
こ
の
融
資
の
運
用
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
問
題
点
も
あ
る
の
で
、
過
る

八
月
二
十
八
日
町
執
行
部
、
議
会
、
並
び
に
農
協
役
員
合
同
め
懇
談
会
を
開
催
し
、
よ

り
よ
く
活
用
が
出
来
る
た
め
、
大
要
次
の
よ
う
な
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

問
・
（

町

当

局

側

）

組

合

の

総

会

に

．

よ

り

決

定

さ

れ

七

い

る

匸

尸

当

り

貸

付

け

限

度

１
’

吐

慝

咼

五

〇

万

円

と

さ

れ

て

お

り

、

既

に

こ

―

の

限

度

額

を

涓

た

し

て

迴

る

も

の

に

対

す

ろ

こ

・
の

資

金

の

融

通

‥

は

ど

う

な

る

か

篦

棒

と

し

て

取

ぐ

扱

を

望

む

莠
ぺ
農
協
側
）
農

協
法
が
改
正
さ
　

‘

れ

ぽ

ぱ

フ

き

り

ず

る

が

現

段

階

に

お

い

て

も

国

の
精

粋
を
尊
重
七

ぺ
個
人
貸
付

の
限
度
は
定

め
ら
れ
て
い
る

が

近
代
化
資
金
の
融
資
に
．限
り
、

こ
れ
に
と
ら
わ
れ
ず
別

粋
と
し

て
新

た
に
考
慮

し
て
い
る

⊃

問

（
農
協
側

）
貸
付
枠
の
不

足
や

認
定
か
ち
洩
れ
る
場
合
も

考
え

怖

れ
る
の
で
、
そ
の
場
合

の
対

策

に
つ

い
て
　
　
　
　

ご

答

（
町
側

）
貸
付
枠
は
近
代
化

を

積
極
的
に
奨
め
て
行

く
折

か
ら

充
分
需
要

に
応
え
ら

れ
る
よ
う

準
備
さ
れ

る
も
の
と
思
う
.０

し

が
．し
産
地
形
成

を
な
す
も

の
や

協
業

に
よ
り

そ
の
価
値

が
高
い

も
の
を
優
先
さ

れ
る
の
で
、
町

の
新
生
計
画

に
沿
っ
て
、
計
画

を
樹
て

る
よ

う
望
む

・

問

（
町
当
局

側
）
・
過
去
融
資
に
対

す

る
保
証

に
９．
い
て

難
し
い
一ｆ
上

ぴ
件
が
課
せ
ら
れ
、
、意
欲
を
阻
害

し
て
い
た
様
に
見
受
け
ら
れ
る

が
、
近
代
化
資
金
の
本
質
か
ら

思
い
き
っ
だ
経
営
改
善
が
出
来

得
る
よ
う
安
易
に
さ
れ
こ
い
。

答
（
農
協
側
）
な
る
べ
く
安
易
な

。
方
法
で
貸
付
す
る
よ
う
庁
途
を

。
講
ず
る
が
回
収
の
責
任
が
農
協

に
あ
る
の
で
、
対
象
事
業
融
資

額
等
に
よ
り
異
な
る
が
、
場
合

に
よ
っ
て
は
担
保
貸
付
す
る
こ

と
も
考
え
ら
わ
る
。

問
（
農
協
側
）
融
資
申
請
の
受
付

、け
と
町
の
審
査
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
る
か

答
（
町
側
）
借
入
希
望
者
は
所
定

の
書
類
を
農
協
に
提
出
し
、
協

議
を
か
わ
し
、
町
に
提
出
す
る

町
は
毎
月
一
回
審
査
し
、
優
先

順
位
を
定
め
県
に
進
達
す
る
。

希
望
（
農
協
側
）
こ
の
資
金
の
運

用
に
伴
い
相
当
の
需
要
額
が
見

込
ま
れ
る
の
で
農
協
関
係
資
金

も
僅
少
と
な
る
が
ら
、
農
林
業

者
は
進
ん
で
農
協
機
関
に
預
貯

金
す
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

(新生計画説明会　 於三中講堂)

町
政
メ
モ

（
九
月
）

一
日
　
各
学
校
学
期
始
め

二
日
、
三
日
　
町
内
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会

四
日
　
第
十
六
回
国
民
体
育
大

会
旗
リ
レ
ー
、
郡
共
出
品
午

選
衡
会

七
日
　
農
業
夏
期
研
修
会

上
旬
　
定
例
教
育
委
員
会
、

民
生
委
員
会

十
二
日
、
十
三
日
、
十
四
日

施
肥
合
理
化
米
づ
く
り
批
判

会
（
辻
並
、
二
条
窪
、
市
、

麓
、

十
七
日
　
定
　
　

十
八
日
　

観
デ
ー
、
種
畜
場
見
学
　
・

‘・・

中
旬
社
会
教
育
委
員
会
、
中
学
．

校
秋
季
体
育
大
会
、
敬
老
会

二
十
日
　
郡
畜
産
共
進
会
参
加
．

二
十
六
日
．
水
田
深
耕
現
地
研
修

会
、
全
国
中
学
校
学
カ
テ
ス
ト

ニ
十
八
日
米
づ
く
り
共
進
会
審
査

下
旬
．
町
内
三
小
学
校
体
育

一
日
ー
三
十
日
赤
ち
ゃ
ん
　
　
　
　
　．

’（
十
月

）

一
日
　

共
同
募
金
開
始

上
旬
　

定
例

教
育
委
員
会
、
軍

人

恩
給
加
算
会
の
説
明
会

六
日

、
七
日
、
二
十
六
日
、
二

十
七
日

、
三
十
日

一
般
住
民
健
康
診
断

中
旬
　
　

予

防
接
種

（

湯
兔
温
泉
擴
張
に
着
手

町
民
い
こ
い
の
場
と
し
て
の
湯

免
温
泉
も
開
発
以
来
順
調
な
発
展

を
見
つ
つ
満
三
ヶ
年
を
経
過
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
開
発
以
来
の
経
営
実

績
と
一
般
入
湯
客
の
要
望
将
来
の

見
透
し
に
つ
い
て
町
議
会
に
於
て

数
度
検
討
さ
れ
た
結
果
、
い
こ
い

の
場
と
し
て
の
温
泉
を
更
に
観
光

的
に
も
発
展
せ
し
め
、
こ
の
こ
と

が
叉
町
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
差
し

あ
た
り
今
年
度
次
の
通
り
着
手
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
、
家
族
浴
場
（
休
憩
室
を
含
む

）
の
増
築
（
平
面
図
参
照
）

二
、
ボ
イ
ラ
ー
の
交
換
す
え
付
（

第
三
泉
源
の
活
用
）

三
、
配
管
及
び
送
湯
施
設

四
、
既
設
建
物
の
一
部
模
様
替

五
、
備
品
購
入
（
テ
レ
ビ
そ
の
他

）

六
、
敷
地
購
入

尚
以
上
の
事
業
経
費
は
参
百
五

拾
万
円
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
第
三
次

陸
海
空
士
募
集

一
、
受
付

自
昭
和
三
十
六
年
九
月
一
日

至
仝
　
　
　
　

十
月
三
十
一
日

二
、
試
験

自
昭
和
三
十
六
年
九
月
一
日

至
仝
　
　
　
　

十
一
月
六
日

三
資
格
　
　
　
　
　
　
　

．

十
八
才
以
上
二
十
五
才
未
満

四
、
人
隊

昭
和
三
十
六
年
十
月
下
旬
か
ら

詳
扁
問
い
合
せ
は
町
役
場
庶
務

係
え
　
　
　

．

町新生運動協議会
後の部落の動き

樅
ノ
木
部
落
1

農
業
基
本

法
案
が
法
律

化
し
て
来
た

今
日
、
．我
が

部
落
に
於
て

は
地
理
的
に

恵
ま
れ
ず
、

耕
作
面
積
も

到
っ
て
少
な

く
主
食
生
産

と
日
稼
ぎ
位

で
は
一
般
の

生
活
水
準
を

保
つ
こ
と
は

至
っ
て
困
難

で
あ
り
ま
す

の
で
色
々
と
部
落
集
会
を
行
ひ
研

究
し
に
結
果
共
有
財
産
を
売
却
し

こ
れ
を
資
金
と
し
て
大
家
畜
を
導

入
し
各
戸
の
状
況
に
依
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
生
産
及
肥
育
を
主
体
に
現
在

の
一
頭
は
二
頭
と
飼
料
の
許
す
範

囲
に
経
営
を
拡
大
し
前
進
し
て
行

く
樣
婦
人
部
も
交
へ
て
懇
談
会
を

開
き
部
落
一
体
と
な
っ
て
よ
り
良

き
経
営
に
持
っ
て
行
く
べ
く
努
力

し
て
居
り
ま
す
。

部
落
資
金
と
制
度
金
融
に
よ
る
低

利
資
金
を
合
せ
約
三
百
五
拾
万
円

を
基
に
し
て
家
畜
の
導
入
及
畜
舎

の
増
築
改
築
を
為
す
と
共
に
サ
イ

ロ
の
各
戸
一
基
以
上
設
置
目
標
で

八
月
末
に
て
約
二
十
基
を
完
了
し

本
年
末
迄
に
全
部
完
成
の
予
定
で

す
。
叉
生
産
肥
育
各
グ
ル
ー
プ
毎

に
毎
月
一
回
研
修
会
を
開
く
計
画

に
て
第
一
回
と
し
て
去
る
八
月
三
、

日
若
令
肥
育
牛
七
頭
の
研
修
会
を

開
き
ま
し
た
。

此
の
外
共
同
に
て
推
茸
栽
培
も
行

ひ
既
に
乾
燥
庫
も
一
棟
設
置
済
で

現
在
ほ
だ
木
も
一
万
五
千
本
有
し

三
ヶ
年
計
画
に
て
将
来
十
万
本
に

増
す
計
画
で
、
之
に
依
り
現
金
収

入
の
増
加
を
計
る
様
努
力
し
て
居

り
ま
す
一
方
導
入
資
金
の
償
還
に

つ
き
ま
し
て
は
種
々
協
議
の
結
果

各
部
門
に
よ
り
三
乃
至
五
ヶ
年
計

画
に
依
り
順
次
償
還
す
る
様
計
画

指
導
し
て
居
り
ま
す
。

以
上
簡
単
に
部
落
の
現
況
を
報
告

し
町
民
の
皆
様
の
御
指
導
を
御
願

ひ
致
し
ま
す
。

2
上
中
小
野

部
落
の
分

行
詰
っ
た
日
本
農
業
と
云
う
言

葉
は
確
か
に
実
際
と
成
っ
て
吾
々

農
民
の
日
常
生
活
の
中
に
又
農
業

経
営
の
中
に
現
れ
て
来
ま
し
た
。

私
達
の
部
落
は
御
承
知
の
如
く
昭

和
三
十
三
年
二
月
に
土
壌
断
面
調

査
に
着
手
し
此
れ
を
再
研
討
す
べ

く
普
通
作
部
門
を
主
体
と
し
た
農

事
研
究
会
を
結
成
し
ト
ラ
ツ
ク
タ

ー
に
依
る
土
壌
深
耕
平
炉
滓
の
投

入
、
客
土
等
あ
ら
ゆ
る
面
よ
り
研

究
を
続
け
此
れ
が
増
収
に
努
力
を

し
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
乍
ら
国

の
所
得
培
増
計
画
に
と
も
な
い
農

業
の
構
造
改
善
の
問
題
が
強
く
叫

ば
れ
て
き
た
現
在
こ
こ
に
吾
々
農

民
は
大
き
く
視
野
を
広
め
、
農
民

自
ら
の
奮
起
と
新
事
態
に
処
す
る

技
術
を
身
に
っ
け
る
必
要
に
迫
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
。

そ
こ
で
吾
々
研
究
会
も
此
の
際

農
家
経
済
の
安
定
の
為
に
も
是
非

共
新
た
に
畜
産
部
門
を
も
う
け
尚

一
層
此
れ
に
対
抗
し
得
る
だ
け
の

地
盤
を
今
か
ら
築
い
て
お
く
事
が

農
民
の
将
来
を
安
泰
に
導
き
発
嚶

の
多
頭
飼
育
に
乗
り
出
し
た
の
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
乍
ら
過
去
の

吾
々
の
経
営
状
態
を
つ
ぷ
さ
に
反

省
し
て
み
ま
す
に
余
り
に
も
無
計

画
で
此
れ
が
農
業
所
得
の
一
端
を

に
な
ふ
も
の
と
し
て
は
甚
だ
頼
り

な
い
も
の
で
し
た
。
そ
こ
で
此
の

問
題
に
就
い
て
根
本
的
な
原
因
を

追
求
す
る
と
共
に
普
及
員
の
指
導

の
も
と
自
給
飼
料
の
作
付
、
計
画

畜
舎
の
改
善
、
放
牧
場
の
設
置
等

本
年
度
事
業
計
画
と
し
て
掲
げ
す

で
に
畜
舎
の
改
善
等
は
三
ケ
処
着

工
し
そ
れ
ぞ
れ
三
一
六
頭
飼
育
出

来
る
様
に
設
計
さ
れ
て
お
り
ま
す

次
に
放
牧
場
の
設
置
で
あ
り
ま
す

が
此
れ
は
適
地
の
点
で
色
々
グ
ル

ー
プ
間
で
も
問
題
に
な
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
此
の
度
私
有
林
二
〇

ア
ー
ル
余
り
を
開
放
し
、
や
っ
と

念
願
の
放
牧
場
を
完
成
し
ま
し
た

此
の
放
牧
場
は
五
ヶ
年
計
画
の
も

と
毎
年
三
月
－
六
月
迄
の
間
を
閉

鎖
し
牧
草
の
播
種
及
び
手
入
れ
等

を
行
う
様
グ
ル
ー
プ
間
の
申
合
せ

に
依
り
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
自
給
飼
料
の
問
題
其
の
他
は

紙
面
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す

が
結
論
と
い
た
し
ま
し
て
吾
々
の

目
的
は
あ
く
ま
で
農
業
所
得
の
増

大
を
計
る
事
は
申
す
迄
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
此
れ
を
通
じ
て
優
良
牛

の
育
辰
に
専
念
し
や
が
て
は
大
ぺ

郡
全
体
が
岡
山
、
島
根
産
牛
を
し

の
ぐ
和
牛
の
生
産
地
と
な
る
事
も

決
し
て
夢
で
は
な
い
と
信
じ
つ
つ

努
力
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

上
中
小
野
農
研
会
長

吉
　
祥
　
清
　
香

給
付
金
が
終
戦
前
の
引

揚
者
に
も
支
給
さ
れ
る

今
年
五
月
十
六
日
限
り
と
な
っ

て
い
た
引
揚
者
給
付
金
の
請
求
は

来
年
の
五
月
十
六
日
ま
で
一
年
間

延
期
さ
れ
、
さ
ら
に
終
戦
前
の
引

揚
者
に
も
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
新
た
に
給
付
金
の
対
象
と
な

る
引
揚
者
と
は
、
南
洋
群
島
、
フ

″
ノ
ピ
ン
、
蘭
領
東
印
度
諸
島
、

イ
な
ど
に
在
住
し
て
い
た
者

ｒ
、計
や
陸
海
運
等

刈
的
に
引
揚

り
ま
す
。

。生
課
″
、

発行所三隅町広報委員会発行者稲田正治編集人三原祥祐

湯免温泉家族浴室平面図

８月２４日本町出身西村真空尉の繰従に

.衛隊ヘリコプター本町に初の着陸とな

明倫グランドに着陸せつな（中）西村空尉に

クの花束をおくる（下）町長さんの初の登乗ぶり
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公民館の窓

第
五
回盆

踊
大
会

反
省
と
ね
が
い

去
る
八
月
二
十
日

（
日
）
午
後
八
時
か

ら
明
倫
小
学
校
庭
で

実
施
さ
抔
だ
ヽ
盆
踊

り
大
会
を
反
省
し
て

見
た
い
と
思
い
ま
す

午
後
か
ら
青
年
団

員
の
奉
仕
で
櫓
を
つ

く
り
（
木
材
森
林
組

合
よ
り
借
用
）
其
他

の
準
備
を
完
了
し
三

千
人
の
観
衆
の
前
で

あ
で
や
か
な
九
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
夜
の

ふ
け
る
の
全
忘
れ
、

踊
り
ま
く
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。

（
小
島
）

お
け
さ
歌
へ
ば

十
五
夜
お
ど
り
　
越
路
盆
唄

（
浅
田
）
　
青
空
音
頭
　
相
馬
盆

唄
　
平
和
音
頭

（
市
）
　
に
っ
こ
り
音
頭
　
北
か

ら
南
迄

（
中
村
土
手
）
　
に
っ
こ
り
音
頭

北
か
ら
西
迄

（
野
波
瀬
）
　
ゆ
も
み
唄
　
十
五

夜
お
ど
り
　
そ
う
ら
ん
節

（
沢
江
）
　
北
海
盆
唄
　
南
国
土

佐
を
あ
と
に
し
て

（
豊
原
）
　
北
海
盆
唄
　
櫓
か
こ

ん
で
　
日
本
晴
れ
だ
よ

（
青
年
）
　
地
蔵
盆
唄
　
紅
白
音

頭
　
越
路
盆
唄

（
電
報
電
話
局
）
　
マ
ン
ボ
　
お

い
ら
炭
坑
夫
　
相
馬
盆
唄

と
出
場
順
と
出
演
舞
踊
名
を
き

め
ま
し
た
、
そ
し
て
終
り
に
は
町

内
各
部
落
の
有
志
や
　
出
演
チ
ー

ム
の
踊
子
が
全
員
「
湯
免
小
唄
」

の
総
踊
り
を
行
い
非
常
に
有
意
義

で
あ
り
ま
し
た
。

各
万
面
の
観
衆
の
方
や
婦
人
会

役
員
の
意
見
を
綜
合
し
て
見
る
と

①
本
年
か
ら
は
趣
を
か
え
、
審
査

な
し
と
し
た
の
で
す
が
、
か
え

っ
て
ゆ
と
り
が
で
き
、
風
格
が

れ
た
、
怜
に
最
後
尾
の
・
　
４

場
の
際
走
り
こ
ま
な
か
ｔ
治
．

は
よ
い

⑧
道
行
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
考
え
ら

．
れ
一
般
に
踊
に
力
が
入
り
、
勵

作
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

廖
中
学
生
を
始
め
（
浅
田
沢
江
豊

原
市
）
各
層
の
人
々
が
参
加
し

’．
特
に
男
性
の
踊
子
（
青
年
浅
田

豊
原
、
市
、
電
々
）
の
多
敖
活

躍
４
れ
た
が
、
あ
り
の
ま
ま
の

姿
で
巧
み
に
踊
ら
れ
た
の
は
、

．
趣
旨
に
よ
く
マ
ッ
チ
す
る
も
の

‘
で
あ
る

④
偶
然
の
一
致
が
多
く
（
小
島
と

青
年
）
　（
市
と
土
手
中
村
）
　（

沢
江
と
豊
原
）
　（
小
島
と
野
波

瀬
）
（
浅
田
と
電
電
）
出
た
が

踊
は
何
れ
も
創
作
で
競
演
の
か

た
ち
と
な
る
と
共
に
、
時
代
の

趨
勢
を
反
映
し
て
い
た

④
青
年
や
電
報
電
話
局
の
職
域
や

団
体
矼
参
加
さ
れ
た
点
は
よ
い

次
に
本
年
の
盆
踊
り
大
会
を
反
省

う
と
匈
に

と
を
あ
げ
て

見
る
と

①
今
後
共
に
等
差
を
つ
け
る
こ
と

は
止
し
た
方
が
・‘Ｌ
い

⑧
踊
り
時
向
、
踊
り
子
の
人
員
は

現
状
で
よ
い

佃
花
火
大
会
を
併
置
し
て
空
陸
一

体
で
夏
の
匸
佼
を
楽
し
み
た
い

畆
出
場
五
回
表
彰
は
連
続
五
回
出

場
と
し
こ
い

④
出
場
部
落
の
順
番
制
を
つ
く
つ

て
は
ど
う
か
（
日
置
村
に
て
実

施
中
）
更
に
男
性
の
協
力
を
望

み
た
い

④
出
場
チ
ー
ム
の
踊
り
子
の
観
覧

席
を
準
備
し
て
欲
し
い

⑦
総
踊
り
に
な
る
と
一
般
の
人
が

帰
ら
れ
る
が
、
最
後
迄
踊
る
か

又
は
見
る
か
し
て
有
終
の
美
を

飾
つ
て
ほ
し
い
、
宗
頭
部
落
の

人
が
十
名
わ
ざ
わ
ざ
参
加
さ
れ

た
の
は
よ
い
、
更
に
か
み
の
部

落
の
参
加
を
の
ぞ
む

⑧
本
年
は
遠
距
離
部
落
に
は
婦
人

か
Ｃ
は
更
に
・
部
落
援
助
の

巾
を
ひ
ろ
げ
て
も
ら
い
た
い
。

尚
毎
日
新
聞
の
後
援
を
頂
き
ま
し

た
の
で
お
礼
申
上
げ
ま
す
。

秋のスポーツだより
成
果

○
浅
田
小
学
校
同
窓

会
球
技
大
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
参

加
五
チ
ー
ム

優
勝
　
浅
田
Ｂ

チ
ー
ム

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
参

加
六
チ
ー
ム

優
勝
　
浅
田
Ａ

チ
ー
ム

○
中
学
校
同
窓
会
球

技
大
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
参
加
十
チ
ー
ム

次
勝
　
三
中

Ｏ
宗
頭
小
学
校
同
窓
会
球
技
大
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
参
加
六
チ
ー
ム

優
勝
　
　
学
生
チ
ー
ム

卓
球
　
　
　
　
参
加
三
チ
ー
ム

優
勝
　
宗
頭
チ
ー
ム
、

○
明
倫
小
学
校
同
窓
会
球
技
大
会

野
球
参
加
五
チ
ー
ム

優
勝
　
中
学
生
チ
ー
ム

○
青
年
国
体
県
予
選
大
会

女
子
百
米
二
位
藤
田
み
ゆ
き

三
位
大
田
つ
や
子

女
子
砲
丸
二
位
藤
村
ま
さ
子

三
位
上
利
順
子

女
子
走
巾
跳
三
位
多
田
よ
し
え

男
子
百
米
四
位
上
田
治
男

五
位
朝
枝
直
人

○
百
期
町
内
野
球
大
会

参
加
十
チ
ー
ム

優
勝
　
養
鶏
組
合

次
勝
　
中
村
Ａ
チ
ー
ム

ハ
月
二
七
日

○
町
内
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

職
域

澎
加
四
チ
ー
ム

優
騰
　
　
　
’

○
青
年
郡
体
各
種
大
会

団
体
　
相
撲
　
女
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
　
柔
道
は
団
体
に
優
勝

野
球
、
卓
球
は
団
体
に
三
位

こ
れ
か
ら
の
行
事

九
月
二
日
三
日

町
内
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

大
津
長
門
中
学
校
体
育
会
に
於

い
て

三
隅
中
学
校
　
卓
球
部
男
子
優
勝

○
仝
　
　
女
子
　
次
勝

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
　
優
勝

ソ
フ
ト
は
春
と
連
続
優
勝

○
柔
道
　
次
勝

そ
の
他
は
何
れ
も
優
勝
を
逸
し
た

人
物
往
来

（
七
月
）

十
七
日
　
県
商
工
水
産
部
調
査

室
渡
辺
主
事
来
町
（
統
計

資
科
調
査
の
た
め
）

二
十
六
日
　
町
長
上
京
（
建
設

省
、
運
輸
省
其
の
他
関
係

官
庁
に
対
し
昭
和
三
十
七

年
度
予
算
に
関
す
る
陳
情

の
た
め
）

三
十
一
日
　
豊
田
林
業
事
務
所

長
来
町
（
小
島
地
区
林
道

検
査
）

（
八
月
）

八
日
　
県
住
宅
営
繕
課
松
尾

主
事
他
一
名
来
町
（
住
宅

調
査
の
た
め
）

二
十
日
　
町
長
上
京
（
公
有
林

野
に
つ
い
て
陳
情
）

二
十
四
日
　
西
部
方
面
航
空
隊

西
村
一
等
空
尉
外
一
名
、

山
口
地
方
連
絡
部
奥
村
一

等
陸
曹
外
二
名
来
町

吉
凶
だ
よ
り

自
昭
和
3
6
年
６
月
1
6
日

至
昭
和
3
6年
８
月
1
5日

出
生
の
部

六
月
十
六
日
ー
三
十
日
　
　
三
名

七
月
分
　
　
　
　
　
　
　

十
四
名

八
月
一
日
ー
十
五
日
　
　
　
五
名

死
亡
の
部

六
月
十
六
日
―
三
十
日

豊
　
原
　
福
田
俊
雄
　
　
五
〇
才

長
門
市
東
深
川
九
五
○
番
の

一
で
死
亡

七
月
分

宗
　
頭
　
大
迫
小
八
　
　
五
二
才

野
波
瀬
　
川
畑
弥
生
　
　
　
一
才

宗
　
頭
　
宗
本
長
作
　
　
七四才

下
中
小
野
　
田
村
ユ
キ
　
九
〇
才

生
島
（
病
院
）
川
本
秀
行
　
三
一
才

本
籍
は
熊
本
県
天
草
郡
龍
ケ
嶽

町
大
字
樋
ノ
島
一
〇
四
番
地

八
月
一
日
ー
十
五
日

二
条
窒
　
堀
　
作
一
　
　
六
二
才

浅
　
田
　
中
野
ア
キ
　
　
八
一
才

森
林
組
合
へ

清
風
句
会
八
月
分

亡
き
夫
に
初
孫
抱
き
て
墓
参
り

一
　
平

日
の
経
つ
を
早
く
と
思
う
桐
一
葉

元

喜
雨
と
い
う
程
に
も
降
ら
ず
止
み

に
け
り
　
　
　
　
　
　

蓮
　
水

盆
砒
に
子
を
連
れ
世
帯
や
つ
れ
し

て
　
　
　
　
　
　
　
　

無
名
女

・秋
立
つ
や
今
日
も
明
る
し
吾
が
心

旬
　
一

母
の
亡
き
父
を
心
に
帰
省
哉

か
　
牛

句
稿
練
る
耳
に
か
し
ま
し
法
師
蝉

九
　
重

学
舎
の
窓
一
つ
開
き
夏
休
み

米
　
子

初
秋
や
大
空
を
行
く
雲
一
つ

た
け
し

閖
か
さ
や
絵
団
扇
を
唯
も
て
あ
そ

び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁

次
は
九
月
十
八
日
（
土
）
に
開

催
し
ま
す
。
雑
詠
で
す
か
ら
十
五

日
迄
に
七
句
以
内
公
民
館
へ
提
出

し
て
下
さ
い
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も

社
会
体
育
が
行
』わ
れ
て
い
る

小島部落 社
会
体
育
の
振
興
に
つ
い
て
は

随
分
早
く
か
ら
叫
ば
れ
て
い
る
が

仲
々
盛
り
上
ら
な
い
、
然
し
本
町

内
に
も
小
島
部
落
の
如
く
、
一
部

落
単
位
と
し
て
四
、
五
年
前
よ
り

計
画
的
に
而
も
漸
進
的
に
行
わ
れ

て
い
る
所
も
あ
り
。
本
年
の
行
事

も
去
る
七
月
十
七
日
実
施
さ
れ
た

が
（
小
中
高
校
生
か
ら
青
年
、
婦

人
成
人
一
元
と
な
っ
て
）
老
若
男

女
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
実
に
愉
快

そ
う
な
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
あ
っ
た
。

世
話
さ
れ
る
漁
協
の
小
西
常
務
さ

ん
に
今
日
ま
で
の
発
展
過
程
を
お

聞
き
し
て
見
る
と

一
、
部
落
に
あ
る
弁
天

様
の
お
祭
り
は
古
く
か

ら
七
月
十
七
日
と
定
め

ら
れ
最
近
迄
船
曳
網
業

者
が
乗
組
員
の
慰
労
を

兼
ね
て
。こ
れ
を
主
催
し

て
居
た
。

二
、
昭
和
三
十
三
年
か

ら
（
海
の
お
祭
り
で
あ
る
の
で
）

漁
業
組
合
が
主
催
し
地
域
内
旬
畄

情
の
融
和
、
慰
労
、
明
日
え
の
再

生
産
の
英
気
を
養
う
等
の
意
味
か

ａ
い
ろ
ん
な
行
事
を
織
り
込
み
、

婦
人
部
青
年
部
の
協
力
を
求
め
て

推
進
し
た

三
、
三
十
三
年
三
十
四
年
は
①
ス

モ
ウ
（
青
年
部
担
当
）
②
の
ど
自

慢
（
青
年
部
担
当
）
③
バ
ザ
ー
（

婦
人
部
担
当
）
④
宝
く
じ
（
青
年

女
子
部
担
当
）
を
行
っ
た
。

四
、
ス
モ
ウ
は
出
場
者
が
一
部
に

限
ら
れ
而
も
土
俵
が
不
完
全
な
た

め
負
傷
者
が
出
る
危
険
も
あ
る
の

で
取
り
止
め
、
の
ど
自
慢
は
お
祭

り
で
各
漁
業
経
営
者
が
関
係
者
に

振
る
舞
い
酒
を
出
し
場
内
の
統
制

が
取
り
に
く
い
の
で
こ
れ
も
取
り

止
め
た

五
、
こ
れ
に
代
る
も
の
と
し
て
大

人
も
子
供
も
男
子
も
女
子
も
し
か

も
出
来
る
だ
け
多
く
の
人
が
参
加

出
来
楽
し
め
る
も
の
と
し
て
バ
レ

Ｉ
ボ
‘
ル
（
青
年
部
担
当
）
映
画

会
（
青
年
部
担
当
）
を
加
え
て
三

十
五
年
度
実
施
し
た
（
バ
レ
ー
参

加
ハ
チ
ー
ム
）

六
、
三
十
六
年
度
更
に
学
童
水
啝

を
加
え
た
本
年
度
行
っ
た
。

内
容
は
次
の
通
り
で
あ
っ
’だ

○
水
泳
（
青
年
男
子
担
当
）

小
、
中
学
生

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
々
）
九
チ
ー
ム

（
中
学
生
、
高
校
生
、
婦
人

部
（
ニ
チ
ー
ム
）
青
年
部
、

村
田
真
珠
、
高
木
真
珠
、
岡

田
病
院
、
漁
協
）

○
宝
く
ぢ
（
青
年
女
子
担
当
）

地
区
内
全
般

○
映
画
会
（
青
年
男
子
担
当
）

地
区
内
全
般

○
バ
ザ
ー
（
婦
人
部
担
当
）

地
区
内
全
般

尚
三
十
三
年
の
頭
初
か
ら
夫
々
の

行
事
に
対
し
て
担
当
役
員
を
定
め

て
行
っ
た

七
、
四
年
間
を
振
り
返
っ
て
見
て

本
年
度
が
一
番
組
合
員
に
喜
ば
れ

た
様
で
あ
る
が
、
お
祭
り
の
耄
旨

を
生
か
し
乍
ら
明
日
の
再
生
産
に

っ
な
が
る
地
域
の
９
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
と
し
て
残
さ
れ
た
問
題
が
多

々
あ
る
と
思
は
れ
る
。

と
話
さ
れ
る
、
成
程
年
々
反
省

の
上
に
立
っ
て
計
画
さ
れ
る
の
で

尠
く
も
出
来
る
も
の
だ
と
嬉
し
く

な
る
。
今
年
は
当
部
落
の
真
珠
養

殖
の
職
場
か
ら
も
叉
遠
く
長
門
の

岡
田
病
院
の
参
加
ま
で
あ
っ
て
愈

々
盛
会
だ
っ
た
。
当
部
落
は
夏
の

ラ
ヂ
オ
体
操
の
会
も
盛
ん
で
あ
る

が
、
こ
う
し
た
雰
囲
気
環
境
が
叉

明
日
の
生
腟
え
の
大
き
な
活
力
と

な
る
こ
と
を
信
ん
ず
る
。

△
写
真
は
当
日
の
バ
レ
ー
及
水
泳

大
会
の
一
コ
マ
で
す
。

あ
る
部
落
こ
ど
も
会
活
動

生島部落
育
ち
行
く
生
島
の
子

供
育
成
会
四
方
山
に
囲

ま
れ
た
生
島
は
二
十
七

世
帯
の
内
生
徒
数
四
十

名
其
の
家
庭
は
十
八
戸

此
の
子
供
達
を
す
く
す

く
と
若
芽
の
如
く
育
て

上
げ
る
べ
く
懇
談
会
は

七
月
二
十
五
日
、
本
年
は
特
に
「

夏
休
み
を
如
何
に
有
効
に
す
ご
さ

せ
る
か
一
と
云
ふ
課
題
の
基
に
開

催
、
先
づ
子
供
会
に
依
る
決
定
及

要
望
事
項
を
取
上
げ
検
討
、
審
議

次
の
事
を
実
行
致
し
ま
し
た
。
①

子
供
会
の
奉
仕
作
業
、
七
月
三
十

日
公
会
堂
及
お
薬
師
様
の
清
掃
⑧

映
画
会
の
開
催
八
月
十
日
、
社
会

教
育
及
娯
楽
の
一
環
と
し
て
実
施

③
海
あ
そ
び
の
実
施
八
月
一
日
オ

一
回
親
子
全
員
　
水
尻
が
浜
」
特

に
部
落
担
任
の
先
生
に
御
参
加
を

願
ひ
一
日
を
楽
し
く
有
意
義
に
送

り
ま
し
た
。
④
海
水
浴
の
輪
班

に
就
い
て
当
番
を
二
人
づ
っ
設
け

七
月
二
十
七
日
よ
り
八
月
中
旬
の

間
三
日
置
に
「
午
後
一
時
よ
り
四

時
半
迄
」
引
卒
監
視
し
子
供
達
の

レ
ク
レ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
と
試
み
ま

し
た
当
部
落
は
小
川
で
水
泳
０
環

境
に
恵
ま
れ
な
い
関
係
卜
惶
れ
の

海
へ
希
望
を
持
つ
子
供
達
に
万
一

の
災
難
が
起
ら
ぬ
様
に
考
へ
実
施

し
ま
し
た
向
会
の
運
営
上
の
資
金

と
し
て
毎
月
戸
別
五
円
生
徒
一
人

に
付
き
五
円
徴
収
致
哇
亊
に
次
定

し
ま
し
た
。
最
後
に
八
月
二
十
五

日
反
省
会
を
兼
ね
仁
海
あ
そ
び
を

実
施
色
々
と
過
ろ
日
を
顧
り
見
て

良
い
環
境
の
中
で
育
て
慨
と
誠
に

よ
っ
て
結
ば
れ
て
こ
そ
健
全
な
る

子
供
育
成
会
が
出
来
る
も
の
と
考

へ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
益
々

会
の
発
展
に
努
め
た
い
と
思
ひ
ま

す
。

一一 一 一一一一一一今 年 か ら 新 た に 加 わ っ た 小 島 部 落 小 中 学 生 水 泳 大 会

（下）生島部落の海遊び

小島部落バーレボール大会の盛況
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